
株式会社 サカタ

★工事説明資料★
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工事概要
工事名 恵下埋立地（仮称）浸出水放流管建設工事28-2

工事場所 安佐南区沼田町大字阿戸

工期 平成２９年12月１1日まで

工事時間 午前９時から午後５時まで（予定）

交通規制 立坑築造時を除き、工事時間中は原則片側交互通行

施工内容 ①準備工（事前測量・試験掘り・調査ボーリング）

②立抗工 3箇所（鋼管回転圧入方式）

③小口径推進工 ２重管方式 φ（内径）400-200ｍｍ L=132m

④地盤改良工 （薬液注入工）

⑤マンホール工 4箇所

⑥管布設工 ポリエチレン管 φ（内径）200mm L=246.3ｍ

⑦舗装復旧工

安全対策 ●工事車両 ●交通規制 ●井戸調査ほか
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施工位置図

施工箇所
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施工位置図～詳細

開削工法

推進工法

立抗工

立抗工

立抗工
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計画工程表

5



6

施工内容の詳細説明
①準備工
◆ 事前測量
現地にて計画マンホール位置・管路等の測量を行います。

◆ 地質ボーリング調査
立抗工付近（3箇所）の地層を事前に調査します。
調査結果に基づき、立抗工・推進工の工法を確認します。

◆ 試験掘り
管路布設に支障がないかどうか、試験的に地下の排水管
等の調査を行います。（10箇所程度）

■地質ボーリング調査
イメージ図

■ためし掘り イメージ図
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施工内容の詳細説明
②立抗工（鋼管回転圧入方式）

◆ 直径1.5ｍ～2.0ｍの鋼管（土留め材）を回転・圧入しながら掘削・排土を行
い、立抗を築造します。

◆ 立抗は3箇所設けます。

◆ 掘削機械が大きく（総重量約30ｔ）、日々の退避が困難なため、現在のとこ
ろ、立坑施工中は交通誘導員による終日片側交互通行を計画しています。
（１０日間程度です。）

■掘削機械 イメージ図

約３ｍ～６ｍの
深さを掘ります

鋼管を回転させなが
ら押し込みます

鋼管内の土砂を
排出しています

機械重量約30ｔ

地山が崩れ
ないように、
たて穴を掘
ります。
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施工内容の詳細説明
③小口径推進工

◆ 右図の手順で施工します。

◆ 鋼管推進完了後、塩ビ管を挿入し
ます。

◆ 鋼管と塩ビ管の隙間にモルタルを
充填する二重管方式とし、漏水を防
止します。

■推進工法の二重管構造

■小口径推進工法
施工手順

機械
セット

機械
押し込み

続いて鋼管の
押し込み

貫通

たて穴からたて穴
へ、管を押し込むの
が推進工法です。

外の管
鋼管
Φ400ｍｍ

中の管
塩ビ管
Φ200ｍｍ
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施工内容の詳細説明
④地盤改良工（目的）

◆ 小口径推進工の掘進を行うにあたり、坑口部分の土留め材を一時的
に撤去するために、地盤改良（薬液注入）を行います。

■参考写真
地盤改良後に土留め材を部分的に撤去した状況

直
径
約
５
０
０
㎜

土留め材が無くても
地山が崩れ出ないよ
う薬液で固めます。
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施工内容の詳細説明

④地盤改良工（手順等）

◆ 限られた範囲のみを改良する工法です。

◆ 目的深度まで機械でボーリングした後、
地中の間隙を充填する薬液を噴射しながら
ボーリングロッドを上昇させ改良体を造り
ます。

◆ 薬液は無害、かつ、10秒程度で固まるも
のを使用します。

◆ 環境に影響のないことを確認するため、
観測井戸を設けて水質観測を行います。

■薬液注入作業イメージ図

所定の位置
まで、掘り
下げます。

薬液を送りながら、引
き上げ、地山を固めて
いきます。
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施工内容の詳細説明
⑤マンホール工
◆ 管路の点検工としてマンホールを4箇所設置
します。

◆ マンホールと管の接続部には、耐震性・止
水性を有す可とう継手を設置します。

◆ 鉄蓋は水密性・耐スリップ性能を向上させ
たものを設置します。

■可とう継手 ■鉄蓋

広島市環境局
マスコット
キャラクターの
”あらら”
です！
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施工内容の詳細説明
⑥管布設工（ポリエチレン管φ200mm）その1

◆ 開削部分の放流管には、腐食しにくいﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ200ｍｍを使用します。

◆ 管の接合部は電気による融着で、管と管が一体化し、高い耐震性・水密性が確
保されます。

■電気融着作業状況（内径150mmの2条施工例）■ポリエチレン管の特徴について

内径150mmの2条施工例
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施工内容の詳細説明
⑥管布設工（ポリエチレン管200mm） その２
◆ 管周りの埋戻材料は、『水砕スラグ』を使用します。

◆ それ以外の部分の埋戻材料は、『再生砕石』で行います。

◆ いずれも、地盤沈下等が発生しないよう、入念な転圧を行います。

入念に
転圧中

※当該工事は管径200mm1本です

■水砕スラグによる作業状況（内径150mm2条施工例） ■再生砕石による埋戻し作業状況例

地上から
地面を直接
掘って管を布
設するのが
開削工法
です。
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施工内容の詳細説明
⑥管布設工（ポリエチレン管200mm） その3

◆ 管と管の接合部の水密性を確認するため、ポリエチレン管については、
自然流下・圧送にかかわらず、検査（気密検査）を行います。

※当該工事は管径200mm1本です

■気密試験状況（内径150mm2条施工例）
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施工内容の詳細説明
⑦舗装復旧工

◆ 管布設完了後、舗装復旧を行います。

◆ 開削工法部は片側（赤）、推進工法部は
全面（黄）の範囲の舗装復旧を行う予定で
す。

◆ 区画線を復旧して工事完了となります。

■舗装復旧範囲（予定）

■開削工法部→掘削する側の車線

■推進工法部→立坑周辺の両車線
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安全対策（工事車両について）

関係車両のゼッケン装着について

◆ 本工事に使用する車両は緑色のゼッケンを装着します。
（埋立地建設工事の車両は赤です）

◆ 運転手に対して安全教育を行い、通行者の安全確保および一般車両
の優先を徹底し、事故のないよう努めます。

※ 車種によって設置する位置が異なる場合があります。
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安全対策 ※交通規制について 推進部
◆ 工事中は、立坑築造時を除き、原則片側交互通行（午前９時から午後５時までの
間）となります。

◆ 4名の誘導員による交通誘導を予定しています。

■推進工法部における 交通規制図
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安全対策 ※交通規制について 開削部

■開削工法部に おける交通規制図
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安全対策 ※井戸調査について
◆ 地盤改良（薬液注入）工や小口径推進工の影響による、井戸水の異常は、これまでの
工事でほぼ見受けられていません。

◆ しかしながら、万が一影響があった場合に対応できるよう、事前に井戸調査を行う予
定です。

◆ 調査範囲は、下図のとおり施工範囲の周辺及び、地形から推測される水脈下流区域を
予定しています。
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安全対策 ※門、へい、壁等の
家屋調査について

◆ 家屋等に損傷を与えることのないよう細心の注意をもって施工にあたります
が、井戸調査と同様、工事に起因して何らかの問題が生じた時の参考資料とさ
せていただくため、事前に家屋調査を行う予定です。

◆ 調査内容は対象物の写真撮影、各種の実測等です。

◆ 調査資料は上記の目的以外には一切使用しません。

◆ 調査範囲は、土質調査結果により最終決定することとしていますが、現在の
ところ、大型の掘削機を使用し、開削工法部よりも深く掘ることとなる立坑
（たて穴）周辺部について行うよう計画しています。
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